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報

告

国
際
旧
約
学
会
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

大
会
に
出
席
し
て

菅
　
沼
　
英
　
二

　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
国
際
旧
約
学
会
（
『
8
諺
箕
6
コ
巴
（
》
σ
q
⇔
巴
塁
葺
o
p
｛
霞
蝕
｝
ざ

ω
讐
（
曙
O
h
肝
｝
ざ
O
ζ
ρ
、
o
。
。
窮
影
五
二
）
の
第
八
團
大
会
が
…
九
七
四

年
八
月
十
八
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
、
英
国
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大

学
で
開
催
さ
れ
た
。

　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
は
英
麟
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
で
、
人
日
五

十
万
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
最
も
美
し
い
都
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
四
年
近
く
（
一
九
六
七
年
～
七
一
年
）
留
学
し
た
地

で
あ
り
、
恩
師
の
○
’
タ
、
■
諺
P
儀
窪
ω
8
教
授
が
同
大
会
の
会
長
を

勤
め
る
と
い
う
蘭
係
も
あ
り
、
教
授
ご
夫
妻
か
ら
「
再
び
帰
っ
て

来
る
よ
う
に
篇
と
の
再
三
の
お
招
き
を
受
け
、
七
月
に
「
第
二
の

故
郷
稀
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
へ
樵
っ
た
。

　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
旧
約
学
の
諸
先
生
方
、
Z
．
芝
・
℃
0
7

g
O
玩
博
士
（
元
・
神
学
部
長
）
、
○
。
著
・
》
民
㊤
ω
o
⇒
教
授
、

菊
。
げ
〇
二
〇
鋤
鼠
勢
○
昌
教
授
（
現
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
）
、
ト
O
●
賢

○
皆
ω
o
嵩
博
士
（
古
典
語
学
）
、
翻
友
》
。
9
＞
三
傷
牧
師
（
現
・

同
火
講
師
）
等
と
の
再
会
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
感
慨
無
量
で

あ
っ
た
。

　
℃
○
同
酔
o
o
¢
0
6
博
十
山
は
御
退
職
後
点
ハ
偏
ヰ
を
経
た
今
日
も
大
変
や
お
一
兀

気
で
、
ご
自
宅
に
招
い
て
下
さ
り
、
旧
約
研
究
の
圏
際
状
況
や
ご

自
身
の
学
問
的
立
場
を
話
さ
れ
、
ま
た
、
か
つ
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

に
留
学
さ
れ
た
植
村
環
先
生
、
浅
野
願
一
先
生
の
思
い
繊
を
な
つ

か
し
そ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
本
大
会
の
会
場
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
℃
o
ζ
O
o
犀
¢
巴
一
〇
暁

菊
。
甑
餌
①
琴
。
で
、
　
ア
ー
サ
…
・
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
丘
に
近
く
、

牧
草
地
に
群
が
る
羊
の
群
れ
の
み
え
る
長
閑
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　
参
加
老
は
世
界
各
国
か
ら
四
百
名
余
り
で
家
族
連
れ
が
多
く
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
り
、
国
際
交
流
の
よ
い
機
会
を
供
え
て

い
た
。
参
加
者
数
を
分
類
す
る
と
、
開
催
国
の
英
国
は
一
番
多
く

八
一
名
、
そ
の
他
は
主
と
し
て
ヨ
…
ロ
ッ
パ
で
、
西
欧
（
西
ド
イ

ツ
五
四
名
、
オ
ラ
ン
ダ
ニ
八
名
、
　
ス
イ
ス
こ
○
名
、
フ
ラ
ン
ス
　

○
名
、
イ
タ
リ
や
一
六
名
、
ベ
ル
ギ
…
七
名
、
オ
…
ス
ト
リ
ア
一

名
）
、
北
欧
（
デ
ン
マ
ー
ク
一
五
名
、
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
…
名
、
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ノ
ル
ウ
ェ
ー
六
名
、
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
五
名
）
、
東
欧
（
東
ド
イ
ツ

六
名
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ニ
名
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

各
一
名
）
、
　
南
欧
（
ス
ペ
イ
ン
一
〇
名
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
　
ギ
リ
シ

ャ
各
一
名
）
、
ま
た
、
か
な
り
の
数
は
ア
メ
リ
カ
（
三
七
名
）
、
カ

ナ
ダ
（
一
八
名
）
、
イ
ス
ラ
エ
ル
（
二
九
名
）
で
、
そ
の
外
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
五
名
）
、
ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、

ア
フ
リ
カ
（
南
ア
フ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
）
、
レ
バ
ノ
ン
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
多
彩
で
あ
っ
た
。

　
日
本
か
ら
は
中
沢
治
樹
教
授
（
立
教
大
学
）
、
　
村
岡
崇
光
氏

（
現
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
）
と
私
が
出
席
し
た
。
　
こ
の
よ
う

に
今
購
、
旧
約
学
研
究
の
交
わ
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
か
ら
世
界

全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
本
大
会
の
始
ま
る
前
日
の
八
月
十
七
臼
と
十
八
購
に
、
国
際
セ

プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
ト
研
究
会
（
H
三
㊦
ヨ
簿
瓢
。
ご
巴
○
巴
α
q
㊤
巳
鑓
甑
。
口
出
o
N

ω
Φ
讐
纈
螢
臓
ぎ
叶
9
づ
伽
O
o
σ
q
P
象
①
ω
ε
象
①
ω
）
が
開
か
れ
、
ζ
．
顕
■

O
o
ψ
プ
鯨
で
O
o
簿
ω
毎
帥
p
教
授
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に

お
け
る
七
十
人
訳
聖
書
刊
行
計
画
」
の
講
演
を
始
め
、
旨
じ
ご
餌
畦

教
授
（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
）
の
「
ヘ
ブ
ル
語
聖
書
の
翻
訳
者
た
ち

の
読
み
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
諸
相
」
、
村
岡
氏
の
「
ギ
リ
シ
ャ
語

訳
創
世
記
に
お
け
る
代
名
詞
の
文
章
論
」
外
、
十
二
篇
の
研
究
発

表
が
あ
っ
た
。

　
他
方
、
　
十
八
日
に
、
　
園
際
マ
ソ
ラ
研
究
会
（
H
p
欝
露
鎮
ご
降
飢

○
薦
鋤
聖
母
け
ご
ロ
｛
〇
二
≦
器
○
目
①
畝
。
ω
銭
凸
Φ
。
。
）
が
》
e
O
o
窟
ゆ
教
授

（
エ
ー
ル
大
学
）
の
議
長
の
下
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
　
本
大
会
は
十
八
日
（
ヨ
ー
）
の
夕
八
時
か
ら
℃
o
嵩
O
o
犀

国
効
＝
の
大
講
堂
で
、
会
長
○
’
毛
．
》
路
自
Φ
携
。
旨
教
授
の
開
会
講

演
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
。
開
会
挨
拶
の
の
ち
、
ウ
プ
サ
ラ
大
会

（
～
九
七
一
年
）
以
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
旧
約
学
界
の
指
導
表
乏
．

国
噸
》
ま
吋
蒔
｝
き
菊
含
伽
①
＜
勲
。
潮
○
．
〈
o
⇔
即
簿
9
0
欝
。
煙
ω
既
Φ
缶
f

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

智
露
霧
護
三
♂
⇔
げ
霞
σ
q
の
諸
先
生
の
業
績
を
た
た
え
て
追
悼
し
た

の
ち
、
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
二
人
の
旧
約
学
・
セ
ム
語
学
者
》
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

じ
σ
．
0
9
鼠
留
。
⇔
と
妻
。
即
。
げ
2
け
ω
巨
渉
」
に
つ
い
て
、
特
に
二
人

の
学
問
的
貢
献
、
二
人
の
関
係
、
ま
た
、
後
者
の
学
問
的
試
練
、

苦
難
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
、
　
一
時
思
余
り
の
、
感
銘
深
い
講
演
で

あ
．
つ
た
。
．
裏
書
学
研
究
は
か
か
る
試
練
・
逆
境
を
克
服
し
て
い
か

ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
を
深
く
思
わ
さ
れ
た
。

　
十
九
日
か
ら
の
四
日
間
、
多
く
の
講
演
、
研
究
発
表
が
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
近
く
、
S
・
V
・
T
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

大
会
版
に
発
表
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
主
な
も
の
だ
け
を
こ
こ

に
紹
介
す
る
。

　
十
九
臼
（
月
）
の
午
前
の
講
演
は
、
U
◆
諺
◎
ω
o
げ
窪
ハ
色
教
授

（
ロ
ー
マ
）
の
「
旧
約
聖
書
の
文
学
的
研
究
に
関
す
る
解
釈
学
的
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諸
問
題
」
と
、
｝
の
．
蜜
c
o
ぴ
教
授
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
…
ル
）
の
「
正
典

原
理
と
旧
約
聖
書
の
形
成
」
で
あ
っ
た
。
午
後
の
講
演
は
閃
．

犀
Φ
嘉
島
。
隆
教
授
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
）
の
「
神
学
者
と
し
て
の

ヤ
ー
ウ
イ
ス
ト
i
淫
書
批
評
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
で
、
夕
方
に
は
、

ζ
．
国
．
O
o
。
。
開
惹
亭
O
o
馨
。
。
器
ヨ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
現

代
聖
害
学
」
と
題
す
る
一
般
講
演
が
あ
っ
た
。
夜
に
は
、
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
大
学
の
招
待
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
○
峯
O
o
ご
①
α
q
¢
の

豪
華
な
ご
唱
℃
㊤
譲
倉
ユ
一
一
で
開
か
れ
、
副
学
長
、
禎
●
羅
9
諄
胃
。
教

授
（
神
学
部
長
）
御
夫
妻
を
始
め
、
、
け
頃
．
8
0
廷
碧
9
教
授
（
教

義
学
）
、
＝
■
誤
突
♂
塗
。
臣
教
授
（
新
約
神
学
）
等
、
神
学
部
の
な
つ

か
し
い
諸
先
生
に
再
び
お
合
い
繊
来
、
大
変
幸
わ
せ
で
あ
っ
た
。

　
二
十
日
（
火
）
の
午
前
の
二
つ
の
講
演
は
、
園
e
ω
ヨ
9
凶
教
授

（
ゲ
ッ
、
テ
ィ
ン
ゲ
ン
）
の
「
エ
リ
ア
」
と
、
菊
’
ゆ
Ω
o
導
。
葺
ω
博

士
（
ケ
ン
ブ
り
ッ
、
ジ
）
の
「
ヨ
ナ
轡
の
目
的
一
と
で
あ
っ
た
。
午

後
の
研
究
発
表
に
は
、
　
中
沢
治
樹
教
授
の
「
イ
ザ
ヤ
五
三
・
一
一

の
本
文
修
正
に
関
す
る
新
提
案
」
が
な
さ
れ
た
。
午
後
の
講
演
は

中
0
9
①
p
教
授
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
の
「
旧
約
知
恵
文
学
と
後
期

ユ
ダ
ヤ
教
の
二
元
論
的
思
惟
」
、
鵠
側
O
G
Ω
鷲
犀
⑦
教
授
（
ト
ロ
ン

ト
）
の
「
タ
ル
グ
ム
と
新
約
に
お
け
る
ヤ
コ
ブ
の
夢
の
解
釈
」
等

が
あ
り
、
夕
方
に
は
、
菊
．
』
．
芝
三
貯
諺
。
・
教
授
（
ト
ロ
ン
ト
）
の

「
エ
ジ
プ
ト
か
ら
来
た
民
ー
エ
ジ
プ
ト
学
者
か
ら
み
た
旧
約
肇
書
」

と
題
す
る
一
般
講
演
が
な
さ
れ
た
。

　
二
十
一
日
（
水
）
の
午
前
の
講
演
は
》
■
窯
巴
露
5
¢
。
什
教
授
（
エ

ル
サ
レ
ム
）
の
「
エ
ジ
プ
ト
・
バ
ど
ロ
ニ
ア
の
大
激
動
の
渦
中
に

お
け
る
ユ
ダ
ヤ
の
た
そ
が
れ
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

後
、
総
会
議
事
が
O
・
薯
’
》
コ
傷
¢
屋
。
コ
議
長
の
も
と
で
行
な
わ

れ
た
。

　
①
ペ
シ
タ
刊
行
委
員
会
委
員
長
、
ζ
■
蛍
鈴
穿
教
授
の
ベ
シ

タ
刊
行
計
画
報
告
。

　
②
V
・
T
（
国
際
細
密
学
会
誌
）
編
集
委
員
交
替
。
ア
メ
リ

カ
代
表
委
員
、
＝
●
O
・
ζ
醸
教
授
の
後
任
に
、
芝
■
ピ
●
嵩
〇
一
♂
ら
錯

と
園
』
．
ζ
葺
℃
ξ
を
承
認
。

　
ロ
ー
マ
革
嚢
委
員
、
6
霧
搭
二
一
同
6
教
授
の
後
任
に
、
旨
》
．
O
Q
O
咋

σq

ｬ
教
授
、
ド
イ
ツ
代
表
委
員
芝
■
N
ぎ
ご
⇒
¢
ユ
一
教
授
の
後
任
に

菊
ω
ヨ
Φ
う
餌
教
授
を
承
認
。

　
③
次
期
大
会
（
一
九
七
七
年
）
の
揚
所
と
会
長
の
選
挙
に
移

り
、
会
津
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
、
会
長
に
老
’
謬
ヨ
壼
Φ
婿
ば
教
授
、

書
記
に
犀
．
ω
ヨ
⑦
質
（
一
教
授
を
選
ん
だ
。
午
後
は
ω
β
》
口
伽
門
Φ
タ
、
ω

へ
の
バ
ス
旅
行
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
郊
外
に
あ
る
新
し
い
鴨
○
婦
夢

ご
ご
円
に
α
q
Φ
を
渡
り
、
広
々
と
し
た
牧
草
地
を
眺
め
、
古
色
鷲
然
と

し
た
古
都
ω
戸
〉
影
費
ゆ
芝
。
。
の
大
学
、
神
学
部
（
ω
鉾
竃
螢
蔓
、
い
O
O
7

ざ
喰
Φ
〉
、
古
い
大
学
チ
ャ
ペ
ル
、
海
岸
に
残
る
カ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
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堂
・
修
道
院
の
廃
鰯
、
世
界
に
有
名
な
ゴ
ル
フ
場
の
美
し
い
緑
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
精
神
伝
統
を
と
ど
め
る
清
ら
か
な
町
の
雰
囲

気
、
お
い
し
い
テ
ィ
ー
、
等
々
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
美
し
い
伝

統
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

　
二
十
二
臼
（
木
）
午
前
の
講
演
は
、
N
O
ぴ
鉱
教
授
（
ハ
レ
）
の

「
初
期
王
朝
時
代
の
大
ユ
ダ
の
歴
史
に
つ
い
て
」
と
、
〉
．
ω
o
α
脅
σ
q
賦

教
授
（
ロ
ー
マ
）
の
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
詩
、
法
典
と
五
書
資

料
P
と
J
・
E
馬
で
あ
っ
た
。
午
後
の
講
演
は
、
○
瀞
。
。
o
鄭
博
士

（
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
）
の
「
ケ
レ
ト
と
ア
カ
ト
・
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る

神
話
と
伝
説
」
、
○
“
芝
．
O
o
算
。
誘
博
士
（
レ
キ
シ
ン
ト
ン
）
の
「
モ

ー
セ
対
ア
マ
レ
ク
人
の
戦
い
1
出
エ
ジ
プ
ト
一
七
・
八
－
一
六
の

起
源
説
話
と
伝
説
」
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
最
後
の
講
演
と

な
っ
た

　
夕
閣
の
迫
る
、
七
時
頃
か
ら
大
ホ
ー
ル
で
閉
会
晩
餐
会
が
開
か

れ
た
。
会
長
○
●
タ
が
》
⇒
匹
の
誘
O
昌
の
挨
拶
の
後
、
次
期
会
長
に
選

ば
れ
た
妻
・
岱
露
ヨ
貧
罵
教
授
の
ス
ピ
ー
チ
と
、
本
大
会
会
長
と

書
認
U
巴
．
湘
。
。
・
。
。
へ
の
感
謝
が
の
べ
ら
れ
た
。
　
饗
宴
た
け
な
わ
の

頃
、
キ
ル
ト
を
は
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
じ
d
餌
α
q
ら
五
霞
が
会
揚

の
外
を
静
か
に
演
奏
し
て
歩
き
、
そ
の
美
し
い
響
き
は
、
夕
闇
に

こ
だ
ま
し
あ
る
い
は
余
韻
を
残
し
、
い
つ
ま
で
も
別
れ
を
惜
し
む

よ
う
で
あ
っ
た
。

　
書
物
で
し
か
お
名
前
を
知
る
こ
と
が
繊
来
な
い
諸
先
生
と
直
接

お
会
い
出
来
、
そ
の
人
格
に
ふ
れ
、
学
問
の
交
わ
り
の
あ
た
た
か

さ
を
痛
感
し
た
。

　
宿
舎
で
「
隣
人
」
の
交
わ
り
を
与
え
ら
れ
た
ζ
。
頴
費
畠
教

授
ご
央
妻
（
0
4
0
a
）
、
そ
の
車
椅
子
の
お
姿
が
痛
し
く
目
に
浮

ぶ
。
向
か
い
合
わ
せ
の
室
で
朝
∵
晩
お
合
い
し
た
背
の
高
い
老
紳

士
ゆ
Φ
ヨ
の
9
い
ω
錺
導
ヨ
教
授
の
物
静
か
な
姿
も
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　
や
さ
し
い
山
①
ゆ
。
賃
教
授
、
親
し
く
話
し
か
け
て
下
さ
っ
た

国
．
尋
く
■
イ
く
。
醸
教
授
、
青
山
学
院
神
学
部
間
題
を
心
配
し
て
お
ら

れ
た
若
い
伊
州
B
訂
α
L
教
授
と
ゆ
鋤
冒
㊤
教
授
（
鼠
恩
讐
①
コ
の

ご
自
宅
で
、
再
会
）
、
等
々
。

　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
恩
師
の
方
々
、
旧
友
、
教
会
の
交
わ
り
の
兄

弟
、
姉
妹
た
ち
、
と
の
再
会
の
喜
び
を
胸
に
ひ
め
、
国
際
旧
約
学

会
の
親
し
い
交
わ
り
に
神
．
の
祝
福
を
祈
り
つ
つ
、
つ
き
な
い
思
い

出
の
筆
を
お
く
。

注
（
1
）
　
こ
れ
ま
で
の
大
会
は
次
の
通
り
（
会
場
会
長
）
。

　
ド
　
H
り
器
O
o
℃
①
昌
げ
鶴
m
①
ジ
b
づ
Φ
轟
陣
N
o
誕

　
b
δ
．
お
㎝
①
ω
三
田
び
。
霞
σ
q
“
三
儀
①
く
⇔
β
メ

　
ω
◎
む
㎝
り
○
惹
。
篭
り
○
．
裳
U
臨
く
霞

　
野
お
露
b
づ
鼠
7
鎮
’
累
。
チ
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簿
　
お
①
窃
Ω
2
お
く
ρ
旨
嗣
。
ω
欝
ヨ
ヨ

　
◎
　
お
①
G
。
ヵ
。
ヨ
ρ
戸
》
■
搾
ζ
躰
色
（
o
嚢
δ

　
N
　
お
謡
¢
℃
琴
丘
2
頃
．
も
。
’
Z
楼
げ
。
彊

　
○
。
．
　
溢
課
翻
急
巳
）
虐
轟
ダ
（
｝
．
ノ
＜
．
》
瓢
焦
。
塁
◎
諺

注
（
2
）

　
　
づ
津
男
〉
ぴ
ユ
α
歪
冨
（
H
c
。
簿
山
り
誠
・
ρ
同
9
G
。
ω
）

　
　
　
剛
費
（
δ
＜
餌
舞
P
㊤
O
ω
山
ミ
歴
¢
」
O
る
b
。
）

　
　
¢
．
！
δ
謬
力
客
P
8
回
山
㊤
謡
．
δ
．
○
。
r
刈
O
）

　
　
○
箕
◎
螢
塗
｛
鮎
弩
（
ド
⑫
お
’
H
ゲ
没
）

　
　
訂
ヨ
塁
ン
身
二
㊤
き
二
円
び
q
（
蕊
㊤
↓
∴
箋
鳥
’
弾
日
ρ
謡
）

注
（
3
一
）
　
牢
O
h
．
〉
．
じ
d
’
O
帥
三
翁
○
づ
（
ド
○
。
も
。
￥
お
O
ひ
。
）
は
2
雲
・
O
鼠
δ
鷺

　
｝
詩
撰
凄
ぴ
β
触
鵬
ゲ
の
教
蒲
獄
で
、
　
旧
約
単
・
の
歴
史
的
研
嘘
九
方
法
を
最
初
に
ス

　
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
紹
介
し
、
≦
」
召
ω
融
手
μ
は
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
著
書
は
次
の
通
り
。
ぎ
㌶
〇
二
霧
ε
肖
蜜
麟
①
げ
零
妻
○
拳
B
固
藁
鍵
（
同
G
。
謡
）

　
　
、
門
7
⑦
、
男
プ
o
o
げ
撃
・
o
｛
昏
o
O
・
↓
●
（
6
0
蒔
）

　
　
ρ
）
ヨ
ロ
影
糞
勉
鉱
窪
。
昌
｝
o
ぴ
（
同
G
。
逡
）
”
◎
づ
跨
器
｝
島
〇
一
（
ド
◎
。
¢
b
。
）

　
℃
巴
O
野
芝
●
ヵ
〔
）
ぴ
①
場
θ
○
α
鐸
μ
翻
プ
（
H
c
Q
心
①
一
O
駆
）
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
ボ
ン
、
ゲ
ッ

　
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
学
び
、
後
に
教
会
か
ら
異
端
視
さ
れ
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の

　
教
授
．
の
席
か
ら
追
わ
れ
、
余
生
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
過
し
た
。
窯
著

　
は
次
の
通
り
。

　
　
、
り
げ
o
O
唖
e
．
ざ
甚
①
」
δ
雀
型
一
一
〇
げ
霞
。
ず
（
戸
G
。
G
。
じ

　
　
繭
，
プ
。
℃
δ
茗
6
ヨ
。
｛
翻
邑
〔
p
色
（
固
O
Q
Q
◎
笛
）

　
　
一
門
プ
。
矯
。
凱
σ
q
ご
葺
。
｛
暮
。
ω
費
づ
搾
窃
（
口
。
。
G
。
O
）

　
本
大
会
期
間
中
、
2
0
零
O
（
）
｝
一
〇
鷺
謹
聞
髪
団
に
…
一
人
の
全
著
書
の
展
承

が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
な
お
、
　
「
国
際
旧
約
学
会
第
八
測
大
会
扁
に
つ
い
ザ
＼
次
の
二
書
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。

　
　
℃
8
｛
．
℃
．
客
〉
再
三
。
賓
斜
H
図
嵩
費
ゆ
餌
甑
。
二
三
○
紅
、
同
塗
3
b
峯
摸

　
　
G
o
ε
a
♂
匿
×
ワ
6
．
G
。
◎
唱
や
H
α
O
山
α
ポ
ら
誤
・

　
　
中
沢
治
樹
「
園
際
旧
約
学
会
に
出
席
し
て
扁
、
　
　
　
　
　
　
第
十
号
、

　
　
九
i
一
一
…
瓢
頁
、
　
一
九
七
鷲
年
。

昭
和
四
十
九
年
度
行
事
報
告

○
第
十
三
回
大
会
　

七
月
十
靴
口
於
・
藤
女
子
大
．
学

理
　
事
会

総
　
　
　
会

　
昭
｛
禅
四
十
胃
八
年
度
．
州
何
慮
Ψ
。
ム
罫
計
。
ム
器
計
腰
皿
査
搬
出
悶
を
澱
伊
二
相

決
議
審
項

　
一
、
新
役
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
出
。

　
　
〔
会
　
　
長
〕
　
秋
田
　
　
稔

　
　
〔
会
計
監
査
〕
　
海
老
沢
義
道

　
　
〔
理
　
　

浅
井
正
三
、
石
沢
三
郎
、
伊
藤
貫
一
、
宇
野
光
雄
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
眠
　
誓
、
掬
藤
邦
雄
、
佐
藤
日
吉
、
三
凍
武
夫
、
山
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
保
興

　
　
〔
幹
　
　
審
〕
　
爾
自
行
磨
、
植
木
幹
雄
、
宇
都
宮
輝
夫
、
近
野
　
亘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
管
沼
英
二
、
滝
沢
武
人
、
土
段
　
博

　
二
、
次
期
火
会
は
七
月
十
四
日
（
月
）
、
北
星
女
子
短
期
大
学
に
お
い
て
行

　
　
　
な
う
予
定
と
す
る
。

　
三
、
公
…
開
講
演
会
は
関
根
正
雄
氏
を
講
師
と
し
て
招
く
こ
と
の
可
能
性
を
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